
地域防災
地域防災Newsとは
名古屋市の防災対策に関して、地域と本市との橋渡し役をお願いしている
災害対策委員（区政協力委員が兼務）をはじめ地域の皆様に、防災に
関する情報をこのNewsで定期的にお届けいたします。
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10月20日苗代小学校で「なえしろ　
あそぼう祭（さい）」が開催されました。
あそぼう祭は遊びながら防災を学ぼう
をテーマに、楽しくまじめに防災を学ぶ
イベントとして、苗代学区連絡協議会が
地域の各団体の協力を得ながら平成23
年から開催している防災イベントです。
今年は、学区内の小学生及びその保護
者をはじめ約1,100名が来場しました。

守山

千種

イベントの
詳細はこちら

10月12日から13日にかけて、「ちく
さ子ども防災キャンプ」が千種小学校で
行われました。このイベントは、千種区
が学区をはじめ各団体の協力を得て開
催するもので、区内の小学生とその保
護者54名が参加しました。
初日はシェイクアウト訓練、簡易トイ

レ使用訓練、地下式給水栓からの給水
訓練などを行ったほか、千種区で起こり
得る災害を学びました。また、東日本大

震災の被災地である岩手県陸前高田市
から語り部をお招きして、震災や避難所
生活のリアルな実体験と教訓を語ってい
ただきました。
夕食では、参加者が汲んできた水を

カセットコンロで沸かし、備蓄食料のア
ルファ化米を食べて、災害時の食事体
験をしました。また、グループごとに話
し合って体育館に就寝スペースを作り、
避難所での寝泊まりを体験しました。

「防災トイレ疑似体験」、専用ジャッキを使い人力で車
を移動する「GOGOジャッキ体験」、がれきの下敷きに
なった人形を救出する「応急担架deレスキュー体験」
や災害時に役立つ趣向を凝らした防
災ワークショップなど、様々な体験
ブースがグラウンドや体育館に設け
られ、来場した子どもたちは、体験
を通して楽しみながら防災を学びま
した。



参加費
無料

発行：名古屋市防災危機管理局地域防災課

発生が危惧される南海トラフ巨大地震をはじめ、近年頻繁に発生している大型台風や集中
豪雨といった風水害に備え、よりきめ細かく地域ごとの防災活動を推進していくため、災
害対策委員の皆様が認識されている学区又は町内ごとの防災に関する現況や課題、あるい
はニーズをお聞かせください。
各委員の皆様へはアンケート用紙をお配りさせていただいておりますので、ご協力をお願
いいたします。

防災人材交流シンポジウム

地域防災についてのアンケートへのご協力のお願い

催事のご案内令和６年度防災講演会
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災害対策委員の皆様へ

つなぎ舎
や

過去の大災害である東日本大震災の教訓
や、発生から約１年を迎える能登半島地震で
の課題等を学びながら、発生が危惧される南
海トラフ地震等の大規模災害による被害を減
らすために、何ができるか一緒に考えてみま
せんか。
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第1部 報告・講演

https://forms.gle/JAruqPa2Vuxn6WdC6

第2部 防災人材
大ワークショップ（分科会）
参加定員200名

第3部 ワークショップ成果発表・
ディスカッション

QRコードを読み取り
必要事項を記入し登録。

申込フォームQR
締切：１２月２３日（月）

※事前申込制

名古屋市防災講演会


